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生まれて 2年目のイルカじかん。思いっきり笑って、泣きたい

だけ泣いて、にぎやかに、そしてこぐまのように ころころと

あそびながら、いっぱいけんかをして、また仲直り。 

ゆっくりなが～く過ぎてゆきました。 

こんなふうに こんなふうに・・・ 

 

 

遊びの中に絵本がある。食べる時にも眠るときにも着替える時にもトイレに行くときにもいつも絵本が

一緒にいてくれる。くらしの中に絵本がある。イルカの子どもたちにはなくてはならないものでした。 

「これ読んで」と抱えてくる絵本は一人ひとりちがうもの。みんな一緒に読むこともあるけれど、 

なるべく一人ずつに読んできました。 

＜好きだった絵本・・・＞ 

・うたえほんⅠⅡ  ・だるまさんがシリーズ  ・ぐりとぐら  ・くっついた  ・てじな   

・わたしのワンピース  ・わらべうたであそびましょ  ・おべんとうばこのうた   

・おばけなんてないさ  ・くまとうさんのさかなつり  ・もりのてぶくろ  ・たべたのはだれ   

・まるごとどんぐりスペシャル  ・リサとガスパールシリーズ  ・ジャッキーのおたんじょうび 

そして、いちばん読んだ回数が多かったのは・・・ 

・おかしなおかし  ・くだものだもの   ・おやおやおやさい  ・パンダ銭湯 

子どもたちが好きな絵本は、どこかたのしくてユーモラス♪ 

こどもたちが、たくさん たくさん絵本に触れるじかんをくれました。 

 

 

アリ・テントウムシ・ダンゴムシ・ワラジムシ・チョウ・トン

ボ・カエル・オタマジャクシ・バッタ・イナゴ・カマキリ・ミ

ミズ・カミキリムシ・イモムシ・クモ・アメンボ・ハチ・コガ

ネムシ・カナヘビ・オトシブミ・カニ・カメムシ・コオロギ・

ハサミムシ・セミ・カナブン・カラス・ハクビシン・シカ・ 

ハクチョウ・カモ 

アリやチョウ、クモ、野鳥それぞれのたまご・・・・ 

いろんな生き物に出会いました。小さな子どもが小さな 

いのちと出会うこと・・・生きているもの、死んで動かない 

もの それぞれをじっと見て、声を聴いて、触れてみて、うれしさも悲しさも、こわさも不思議さも  

いのちは、いろんなことをおしえてくれました。 

 



 

 

「きょうのご飯は何？」「きょうのおやつは何？」と毎日律子さんに 

聞きに行って、楽しみにしていたごはんやおやつ。時には一緒にお

手伝い、時にはつまみ食い！食べることがだ～い好き。嫌いなもの

は、おとなの器にポイっと入れることもあったけれど、秋ごろには

食べてみよう！と挑戦する姿が増えてきました。 

いちばん好きだったのは・・・ 

「ぐりとぐらのカステラ！」ですって！何回も作ってもらって うれしかったのですね。 

 

 

友達と遊ぶことが楽しい反面、おこって、泣いて、押す、倒す、かむ、ひっかく、物を投げる、髪をひっ

ぱる・・・「目も当てられない」「あ～数分前に巻き戻したい！」この瞬間！2歳児と共にいる者の試練と

もいうべきこの光景。感情と感情のぶつかり合いは避けられません。そう、避けてはいけないのです。で

も不必要なトラブルもあるし、子どもがはっと気づく言葉がけがあることも確かなことです。それを学

ばせてもらっています。ここを巣立つ最後の最後までじっくりとお付き合いさせていただきます！ 

最近引っ張り出す本の中に私たちを育ててくれる言葉があります。 

こころもち 

子どもはこころもちに生きている。その心もちを汲んでくれる人、その心もちに触れてくれる 

人だけが子どもにとって、有難い人、うれしい人である。   ～ 略 ～ 

心もちは心もちである。その原因、理由とは別のことである。ましてやその結果とは切り離される 

ことである。多くの人が、原因や理由をたずねて、子どもの今の心もちを共感してくれない。 

結果がどうなるかを問うて、今の、此の、心もちを諒察してくれない。殊に先生という人がそうだ。 

その子の今の心もちにのみ、今のその子がある。 

「育ての心（上）」倉橋惣三/著 津守真・森上史郎/編 

 

小さい時のことは、記憶には残らないかもしれないけれど、愛されて育ったことは、その人が大きくなる

過程で、必ず残るものだと信じています。これからも、みんなに愛されて、元気で大きくなりますよう

に・・・この 1年間、ご家庭のみなさんには、いつもゆるやかにおおらかに見守っていただきました 

ことを心より感謝申し上げます。                                                                           



お知らせ 

 

＊ イルカの子どもたちで、どこか遠足に行こう！というこ

とになり、3/13（火）または 16（金）のどちらかで 

天候と体調をみて「イルカの遠足」に行きます。 

行き先は・・・池田町のクラフトパークが候補地です。 

改めてお知らせしますが、山の下周辺から路線バスに乗

って行きます。集合・解散は山の下で、通常通り 

給食があります。 

現地のお迎えが可能な方はお知らせください。 

＊ 風邪やインフルエンザなどがはやり始めました。元気そうに見えても病気が隠れていることがあり 

ます。今は、咳や鼻水など風邪の症状があるときは要注意。感染予防のためにも、可能ならマスクを

して、慎重に登園を見極めてください。検温や水分補給、充分な睡眠を心がけましょう。 

＊ おとな・子ども合同でイルカのお別れ会をしたいと考えています。改めて日程をご相談します。 

＊ 3 歳以上の保育が春休みになる 3月 22日（木）～は山の上での保育となります。 

欠席の連絡は、8：00～8：15 ぐらいに黒田の携帯電話 までお願いいたします。 

 

 

3 月の予定 

 

★ 3/7（水）新年度説明会 → 現イルカの子どもたちは、山の上で  

3 歳以上と合同の保育です。 

★ 3/13（火）または 16（金）イルカの遠足  

→ 詳細は後日お知らせします 

★ 3/20（火）大掃除＆保護者会（自由参加）場所：山の上 

12：30～13：30 保護者会 → テーマは「1年を振り返って」      

★ 3/21（水）卒園児 巣立ちの日 → イルカはお休みです 

 

＊ 天候や気温によっては、予定を変更することがあります。 

 

 


